
広報たかやま 第1252号 毎月1日・15日発行

平成２８年
（2016年） 4/15

　市制施行80周年を記念し「高山祭屋臺からくり競演」が４月29
日と30日、高山陣屋前で行われます。
　春祭の日枝神楽臺によるお囃子と獅子舞をはじめ、三番叟、石
橋臺、龍神臺、秋祭の布袋臺によるからくり実演が披露されます。
　春と秋のからくりが同日に見られるのはこの日だけ。ぜひお出
かけください。

つたえる・ひろげる・つくりだす  高山市制施行80周年

市制施行80周年記念 ［4月29日・30日］
高山祭屋臺からくり競演
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2「飛驒高山ブランド戦略」「高山市海外戦略」は
市 HP や市民コーナー（本庁1階）、各支所、市図書館煥章館でご覧いただけます。

　

市
で
は
、こ
の
た
び
飛
驒
高
山
ブ
ラ

ン
ド
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、市
の
魅

力
・
価
値
を
高
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
活

主要な取り組み（主なもの）

飛驒高山の風土と飛
ひ だ

驒人
び と

の暮らしが
生み出す本物  それが『飛驒高山ブランド※』

飛驒高山の魅力・価値を表現するキーワード

飛驒高山ブランドイメージ図

飛驒高山の魅力・価値

ブランドコンセプトの共有

飛驒高山ブランドの発信

①魅力・価値を学び理解するための機会（場）の提供
▶様々な場面での魅力を知る機会やおもてなしを学ぶ機会の提供
▶学校や地域等における本市の風土や歴史などを学ぶ機会の創出

②魅力・価値の磨き上げ
▶新商品開発や高付加価値化など地域資源の発掘や磨き上げ
▶「メイド・イン・飛驒高山認証制度」の創設

③魅力・価値を守り継承し、磨き上げるための人材の育成
▶様々な産業や地域活動を支える人材の確保・育成
▶学校、地域、事業者等の協働による郷土教育やキャリア教育の実施

④魅力・価値を支える体制の強化・充実
▶バリアフリー環境の向上など安全・安心・快適な観光地づくり
▶観光関係団体や行政等が一体となって総合的な取り組みを行う組織の確立

①魅力・価値の発信
▶ホームページ、SNS等様々な情報媒体を活用した情報発信
▶年代や地域などターゲットに合わせて最適な魅力・価値や媒体を選択するな
ど、より効果的な情報発信

②魅力・価値に触れる機会の提供
▶ブランドコンセプトに基づくプロモーション活動の推進
▶関係団体、事業者等と連携した効果的なプロモーション活動の実施

伝統
 （Traditional）

　東西の文化と飛驒高山の風土
が融合して生まれた“雅”と“奥ゆか
しさ”が混在する「飛驒高山独自の
伝統」を的確に表現するもの。

歴史・文化
飛驒高山の魅力・価値食

おもてなし 地場産業

自然・環境

人情
  （Hospitable）

　飛驒人の暮らしが育んできた助
け合い、支え合いの精神が生み出
す「全ての人をやさしく包み込む人
情味」を的確に表現するもの。

癒し
 （Healing）

　飛驒高山の自然や環境、景観、
緩やかな時間の流れなどが生み出
す「癒しの要素」を的確に表現する
もの。

匠
 （Authentic）

　飛驒高山の風土と暮らしが育ん
できた“ものづくりに対する心と技（も
のづくりのＤＮＡ）”が生み出す「匠に
よる本物」を的確に表現するもの。

ブランド
コンセプト

飛驒高山流
（Hida Takayama Style）

※飛驒高山ブランドとは… 緩やかに流れる高山時間の中で培われてきた飛驒高山の風土（気候・地形・景観な
どの自然資源）や飛驒人(ひだびと)の暮らし・営み・精神などから生み出される有形無形の魅力群が「飛驒高山ブ
ランド」です。「飛驒高山ブランド」は、人々の期待を裏切らない磨き上げられた本物であることを約束します。

動
を
行
う
こ
と
で
、交
流
人
口
、定
住

人
口
の
増
加
、地
場
産
品
等
の
流
通

拡
大
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

「
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た

確
固
た
る
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て

い
く
た
め
、「
飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

問合先
広報ID

ブランド戦略課  ☎35⊖3001
1007145
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3 市制施行80周年記念冠事業を募集しています  詳しくは企画課（☎️35-3131）まで

ご
朱
印（
バ
ス
で
G
O

朱
印
）企
画

　

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
飛
驒
地
域
の

神
社
仏
閣
を
訪
ね
る「
ご
朱
印（
バ
ス
で

G
O

朱
印
）企
画
」を
実
施
し
ま
す
。

期
日　

４
月
28
日
㈭
〜
平
成
29
年
３
月

31
日
㈮

チ
ケ
ッ
ト　

大
人
１,
８
０
０
円

　
　
　
　

  

小
人
１,
５
０
０
円

内
容　

１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
と
オ
リ
ジ

ナ
ル
ご
朱
印
帳
、ご
朱
印
マッ
プ

販
売
場
所　

高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー

（
花
里
町
６
）

第
18
回
ひ
だ
桃
源
郷

ア
マ
ゴ
釣
り
大
会

　

益
田
川
上
流（
特
別
区
域
）小
屋
名

地
内
約
１
km
区
間
で
、釣
っ
た
魚
３
匹
の

総
重
量
を
競
い
ま
す
。
80
周
年
に
ち
な

み
、大
物
賞
を
表
彰
し
ま
す
。

期
日　

５
月
５
日（
木・祝
）

8
月
11
日「
山
の
日
」制
定
記
念

乗
鞍
岳
を
撮
ろ
う

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

８
月
11
日
が
国
民
の
祝
日「
山
の
日
」

に
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、平
成

28
年
シ
ー
ズ
ン
中
に
乗
鞍
岳
一
帯
で
撮

影
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切　

11
月
10
日
㈭

サ
イ
ズ　

六
つ
切
り
の
プ
リ
ン
ト
写
真

申
込
先　

乗
鞍
観
光
協
議
会
事
務
局

　
（
丹
生
川
支
所
内
）

　

〒
５
０
６-

２
１
２
１

　

丹
生
川
町
坊
方
２
０
０
０

※
申
込
用
紙
は
丹
生
川
支
所
、観
光
課

（
本
庁
２
階
）に
あ
り
ま
す
。ま
た
、飛

驒
乗
鞍
観
光
協
会（
☎
78-

２
３
４
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

発
表　

11
月
末
頃（
入
選
者
に
郵
送
通

知
し
ま
す
）

展
示　

12
月
よ
り
丹
生
川
支
所
、市
役

所
本
庁
、濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
、乗
鞍

総
合
案
内
所
な
ど
に
展
示
予
定

野
麦
峠
山
開
き

　

冬
の
間
、閉
ざ
さ
れ
て
い
た
野

麦
峠
に
も
よ
う
や
く
春
が
訪
れ
ま
す
。

標
高
１,
６
７
２
m
、残
雪
の
野
麦
峠
で

は
野
麦
峠
お
助
け
小
屋
、野
麦
峠
の
館

が
営
業
を
始
め
ま
す
。

日
時　

５
月
１
日
㈰ 

午
前
11
時
〜

場
所　

野
麦
峠（
高
根
町
野
麦
）

問
合
先
高
山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
32-

１
６
８
８

問
合
先
乗
鞍
観
光
協
議
会
事
務
局

☎
78-

２
３
４
５

問
合
先
高
根
村
観
光
開
発
公
社

☎
59-

２
３
２
６

み
ん
な
で

　

お
祝
い
！

市
制
施
行
80
周
年

冠
事
業

ひろ
げる

つた
える

つた
える

つた
える

「
高
山
市
海
外
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、こ
の
た
び
、海
外
か
ら
の

誘
客
や
海
外
へ
の
地
場
産
品
の
販

売
、海
外
と
の
交
流
を
一
体
的
に
進

め
る
と
と
も
に
、飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン

ド
を
広
く
P
R
し
、地
域
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に「
高
山

市
海
外
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

主要な取り組み（主なもの）

海外との交流推進海外への販売促進海外からの誘客促進
▶トップセールスや海外旅行博への出
展、旅行関連事業者や国内の各国
政府機関・企業等へのPR、日本政
府観光局や県との連携などによる
宣伝・誘客活動の推進

▶国際イベントや国際会議などの誘
致、着地型ツアーの造成・活用など
による誘客活動の推進

▶公衆無線LANサービスの提供や案
内表示の多言語化、通訳ガイドの
育成・確保、文化的・宗教的背景を
持つ観光客に配慮したサービスの
充実などによる受入体制の強化

▶海外市場の調査・分析や海外への
販売の可能性のある物産発掘など
による事業者の販売活動への支援

▶海外展開に関する研修会の開催や
海外の輸入関連事業者等との商談
会の提供などによる海外進出に意
欲のある事業者の育成

▶分かりやすい商品・購入方法の説明
やメニュー等の多言語化、クレジッ
トカード決済システムの導入などに
よる外国人観光客への販売環境の
充実

▶海外の姉妹・友好都市等との教育・
文化・芸術・産業等の様々な分野に
おける交流や新たな都市間交流の
推進

▶市民海外派遣や英語スピーチコン
テスト、外国語講座の開催などによ
る国際的視野を持つ人材の育成・
強化

▶紛争・飢餓・環境等の国際問題に対
する意識の高揚や恒久平和実現に
向けた国内外への情報発信などに
よる国際社会への貢献

◎「飛驒高山」の魅力が伝わり、多くの外国人観光客でにぎわっています。
◎海外において飛驒高山ブランドの地場産品が活発に販売されています。
◎市と姉妹・友好都市等との間において、互いの特徴を生かしながら様々な分野

における交流が行われています。
◎様々な分野において海外との交流が活発に行われています。
◎国内外に恒久平和実現に向けた情報が発信されています。

目指す姿

時
間　

午
前
７
時
よ
り
受
付

場
所　

小
屋
名
グ
ラ
ウ
ン
ド（
久
々
野
町

小
屋
名
）で
受
付

参
加
資
格　

小
学
生
以
上

定
員　

４
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　

一
般
３,
０
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生
１,
０
０
０
円

申
込
方
法　

事
前
に
TEL

申　

込

問
合
先
益
田
川
上
流
漁
業
協
同
組
合

☎
52-

２
２
５
７

問
合
先

広
報
ID
海
外
戦
略
課 

☎
35-

３
３
４
６

１
０
０
７
１
８
０
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5
月
11
日
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

◆
対
象
と
な
る
方

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

の
対
象
者（
※
）の
う
ち
、平
成
28
年

度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方（
昭

和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

※
平
成
27
年
度
分
の
市
民
税（
均

等
割
）が
課
税
さ
れ
な
い
方
で
、

基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１
日
）

に
高
山
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

課
税
者
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る

方
や
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護

者
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象

外
。

◆
給
付
額

　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

問
合
先

広
報
ID

福
祉
課
給
付
金
事
務
室

☎
35-

３
３
５
７

１
０
０
６
８
４
２

◆
申
請
受
付
期
間

　

５
月
11
日
㈬
〜
８
月
12
日
㈮　

受
付
期
間
終
了
後
の
申
請
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
請
受

付
期
間
内
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
申
請
書
類
と
発
送
時
期

　

申
請
書
類
は
、給
付
の
可
能
性
の

あ
る
方
を
対
象
に
５
月
11
日
㈬
頃

に
税
務
課
よ
り
郵
送
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
が
届
い
た
方
が
、必
ず

給
付
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
発
送
先

①
世
帯
主
の
方
が
平
成
27
年
度
臨

時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
の
場

合
は
世
帯
主

②
世
帯
主
の
方
が
平
成
27
年
度
臨

時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
で
は

な
い
場
合
は
世
帯
員

※
世
帯
単
位
で
申
請
書
類
を
郵
送

し
ま
す
。

◆
申
請
書
の
記
載
事
項
等

　

申
請
書
郵
送
時
に「
申
請
に
関

す
る
留
意
事
項
」お
よ
び「
記
載

例
」を
同
封
し
ま
す
の
で
、よ
く
お

読
み
い
た
だ
き
、手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、支
給
対
象
者（
申
請
・
受

給
者
を
含
む
）全
員
の
記
名
押
印

ま
た
は
署
名
、本
人
確
認
書
類（
顔

写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、運
転
免
許
証
、旅
券
な
ど
に
な

り
ま
す
が
、顔
写
真
付
き
の
本
人

確
認
書
類
が
な
け
れ
ば
健
康
保
険

証
な
ど
に
な
り
ま
す
。）や
、振
込

先
金
融
機
関
口
座
確
認
書
類（
通

帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）の
写

し
な
ど
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、申
請
書
お
よ
び
同
封
資
料

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
記
名
押
印・署
名
漏
れ
、添
付
書

類
漏
れ
が
あ
り
ま
す
と
手
続
き

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
提
出
先

　

申
請
書
郵
送
時
に
同
封
し
ま
す

返
信
用
封
筒
に
て
返
送
し
て
い
た

だ
く
か
、福
祉
課（
本
庁
１
階
）ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
窓
口
に

直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
給
付

　

申
請
書
の
提
出
後
、記
載
内
容

や
添
付
書
類
、給
付
要
件
な
ど
を

審
査
し
、給
付
の
可
否
を
決
定
し

通
知
し
ま
す
。

　

決
定
後
、指
定
さ
れ
た
口
座
へ
給

付
金
を
振
込
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　今回の年金生活者等支援臨
時福祉給付金の手続きを装った
「振り込め詐欺」や「個人情報
の不正な取得」などには、十分ご
注意ください。
　市では、給付金の給付のため
に手数料を求めたり、キャッシュ
コーナーでの機械操作をお願い
することは絶対にありません。

振り込め詐欺に
ご注意ください！

問合先

市消費生活センター
（市民活動推進課内） 
☎35⊖2030
高山警察署 ☎32⊖0110

 

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所

得
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、
国
の
臨

時
的
措
置
と
し
て
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金

栃
尾
温
泉
桜
ま
つ
り

　

栃
尾
温
泉
洞
谷
一
帯
で
桜
並
木
と
露
天
風
呂

「
荒
神
の
湯
」を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

期
日　

４
月
23
日
㈯
〜
５
月
５
日（
木・祝
）

時
間　

午
後
７
時
〜
10
時
30
分

場
所　

栃
尾
温
泉
洞
谷
一
帯（
奥
飛
驒
温
泉
郷
栃
尾
）

高た
か
た
わ
や
ま

屹
山
山
開
き
ふ
れ
あ
い
市
民
登
山

　

片
道
約
２
時
間
30
分
か
け
て
標
高
１,
３
０
３
m

の
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
、残
雪
の
飛

驒
山
脈
や
御
嶽
山
、白
山
な
ど
３
６
０
度
の
絶
景

が
楽
し
め
ま
す
。

期
日　

５
月
５
日（
木・祝
）

時
間　

午
前
７
時
30
分
に
飛
驒
川
河
川
公
園
駐
車

　
　
場
に
集
合

※
参
加
料
２
０
０
円
、事
前
申
込
不
要

美
女
高
原
水
芭
蕉
祭
り

　

特
産
品
の
販
売
や
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、釣
り

や
電
動
カ
ー
ト
な
ど
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時　

４
月
24
日
㈰  

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

美
女
ヶ
池
周
辺（
朝
日
町
見
座
）

飛
驒
国
府
・
季と

き

の
里
さ
く
ら
祭
り

　

園
内
に
は
約
１
５
０
本
の
桜
が
あ
り
、夜
に
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
す
。

期
日　

４
月
末
日
ま
で

　
　
　

※
開
花
状
況
で
変
更
有
り

場
所　

桜
野
公
園（
国
府
町
広
瀬
町
）

問
合
先
飛
驒
あ
さ
ひ
観
光
協
会

☎
55-

３
７
７
７

問
合
先
久
々
野
ま
ち
づ
く
り
運
営
委

員
会 

☎
52-

３
０
９
８

問
合
先
国
府
支
所
基
盤
産
業
課

☎
72-

３
１
１
１

問
合
先
奥
飛
驒
温
泉
郷
観
光
協
会

☎
０
５
７
８-

89-

２
６
１
４

春
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
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問合先 環境政策推進課  ☎35⊖3533

子ども大学たかやまを開催
　高山エネルギー大作戦３年目の展開の柱として、未来の高山を
担う子どもを主役に考えたフォーラムイベント「子ども大学たかや
ま」を３月５日、６日に開催しました。応募の小学生70人が飛驒・世
界生活文化センター飛驒芸術堂に集まりました。
　２日間で４つの講義。講師は現役の大学教授たち。保護者
や一般の市民も見守るなか、子どもたちは授業に真剣に聴き入
り、教授たちの問いかけに大人も驚くような立派な意見をたくさん
答えてくれました。
　１時間目のエネルギーの講義と４時間目の平和の講義に登壇
された佐々木寛教授は「聞き手に助けられました」と高山の子ど
もたちに感心しきり。２時間目のお金の講義に登壇された西部忠
教授も「自分が真に伝えたいことは何なのか逆に問い直されまし
た」と語り、３時間目の社会の講義に登壇された宮台真司教授が

「（自身の）スキルアップになりました」と語るなど、高山の子どもた
ちは教授たちにも大きな刺激となったようです。
　 特製の学帽をかぶった70人の「卒業生」たちは、高山の未
来、わたしたちの誇りそのものです。

　高山市自然エネルギーによるまちづくり検討委員会の２
年間にわたる議論を集約した提言書が作成され、１月20 
日、蓑谷副委員長より國島市長に手渡されました。以下の
４項目からなる提言書です。

　さらに提言書では、４つの提言で掲げている内容の中
で、多くの市民、事業者等が参画し、自然エネルギーの導
入拡大に資する、基軸となる以下の３つの取り組みが「飛
驒高山モデル」として提案されています。

※1　フォレスターとは、森林・林業・環境に関する専門的
かつ高度な知識などを有する森林総合監理士をいい
ます。

※２　木質バイオマスとは、木の伐採や造材の時に発生し
た枝、葉などの林地残材など木材がらなるエネルギー
源のことで、サプライチェーンとは、原料の段階から消
費者に届くまでのつながりのことです。

高山市自然エネルギーによるまちづくりに関する提言書

こども大学の講義は市ホームページでご覧いただけます（広報ID 1005255）

佐
さ さ き

々木 寛
ひろし

教授 宮
みやだい

台真
しん

司
じ

教授 西
にし

部
べ

忠
まこと

教授

「持続可能な森林経営と森林資源の適正な需要拡大
を推進するとともに、木質バイオマスの安定供給を実
現する仕組みを構築すること」

「自然エネルギーによるまちづくりの将来像の共有化や
自然エネルギーを推進する体制を整えることにより、自
然エネルギーの利用を促進すること」

「公共施設において、民設民営の木質バイオマスによ
る熱供給ビジネスのパイロット事業を実施し、そのノウ
ハウを蓄積・共有化することにより、地域における人材
育成を推進すること」

「地域の民間事業者が主体となった公益性のある熱
供給ビジネスの創出により、木質バイオマスの需要先の
拡大を図ること」

提言 1

提言 4

提言 3

提言 2

１．「フォレスター※１による
　　木質バイオマスサプライチェーン※２の構築と管理」

２．「地域の民間事業者が主体となった
　　公益性のある熱供給ビジネスの構築」

３．「オール高山で自然エネルギー利用を
　　推進する体制づくり」
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必ず受けましょう！ 狂犬病予防注射

※４月中に開催する地域は、４月１日号に掲載しています。

登録料　3,000円　 注射料　3,150円
※つり銭の無いようにご協力ください。　※犬を登録している方は注射料のみ必要です。
持ち物　登録済みの方は市役所から届いたハガキ
◎必ず犬をつかまえておくことができる方が連れてきてください。

地区 実施日 時間 場所

清  

見
5月9日
（月）

9:00～9:20 牧ヶ洞 七郷会館
9:25～9:35 牧ヶ洞 了徳寺
 9:40～9:45 牧ヶ洞 上組公民館
9:55～10:00 夏厩 彦谷口バス停前

10:05～10:15 二本木 砂田宅前
10:20～10:25 池本 野切橋
10:30～10:40 江黒・大谷 大江橋
10:50～11:00 夏厩 プラネタリウム前
11:05～11:10 上小鳥 集落センター
13:00～13:10 大原診療所

13:15～13:20 楢谷公民館

13:35～13:40 巣野俣 ふるさと学校
13:45～13:50 坂下 満成寺
13:55～14:10 三ツ谷公民館

14:15～14:30 福寄公民館

14:35～14:50 藤瀬公民館

14:55～15:20 清見支所車庫前

久
々
野

5月10日
（火）

9:05～9:15 阿多粕公民館

9:25～9:40 渚体育館

9:45～9:50 長淀 水口昭三宅前
10:00～10:05 大坊公民館

10:10～10:20 小坊公民館

10:30～10:40 中組公民館

10:50～11:05 上組公民館

一
之
宮

11:10～11:15 だんふれあいの家

11:25～11:40 渡瀬公民館

13:00～13:30 一之宮支所庁舎前

13:35～13:50 水無神社前・消防詰所

久
々
野

14:00～14:20 山梨公民館

14:25～14:35 西洞公民館

14:40～14:55 久々野公民館 北駐車場

久
々
野

5月11日
（水）

9:00～9:20 久々野支所庁舎前

9:30～9:35 久須母公民館

9:40～9:50 坂屋公民館

10:00～10:05 柳島公民館

10:10～10:20 大西公民館

10:25～10:40 小屋名公民館

地区 実施日 時間 場所

高  

根
5月11日
（水）

11:25～11:35 中之宿公民館

11:40～11:50 高根支所

13:00～13:10 黍生公民館

13:40～13:50 野麦公民館

14:05～14:15 阿多野郷公民館

14:30～14:40 日和田公民館

14:45～14:55 小日和田公民館

15:00～15:10 留之原公民館

丹
生
川

5月12日
（木）

9:00～9:10 折敷地多目的集会所

9:20～9:25 森部公民館

9:30～9:40 荒城地区多目的集会所

9:50～10:00 大萱地区多目的集会所

10:10～10:20 桐山活性化施設

10:30～10:40 下保活性化施設

10:50～11:05 新張公民館

11:15～11:35 町方コミュニティセンター

11:45～12:00 白川製作所前

5月13日
（金）

9:00～9:10 北方多目的集会所

9:20～9:30 法力地区活性化センター

9:40～9:50 根方コミュニティセンター

10:05～10:15 旗鉾地区多目的集会所

10:25～10:35 明郷駐車場

10:40～10:50 日影バス停前

11:00～11:10 大谷 荒川家駐車場
11:15～11:30 茶やの

11:40～11:50 坊方公民館

11:55～12:10 丹生川支所前

国  

府
5月17日
（火）

9:10～9:25 上広瀬公民館

9:30～9:45 三川公民館

  9:55～10:05 村山公民館

10:10～10:20 糠塚公民館

10:25～10:35 金桶公民館

10:40～10:55 瓜巣公民館

11:05～11:20 桜野公民館

13:15～13:25 半田公民館

13:30～13:40 木曽垣内公民館

13:45～13:55 鶴巣公民館

地区 実施日 時間 場所

国  

府

5月17日（火） 14:05～14:20 国府支所庁舎前

5月18日
（水）

9:15～9:30 三日町公民館

9:35～9:45 蓑輪公民館

9:50～10:00 今公民館

10:05～10:15 宮地公民館

10:20～10:30 東門前公民館

10:35～10:45 八日町公民館

10:50～11:00 漆垣内公民館

11:05～11:15 桐谷公民館

13:15～13:30 名張公民館

13:40～13:55 宇津江公民館

14:00～14:15 宇津江2区公民館

荘  

川
5月19日
（木）

9:30～9:45 六厩消防車庫

  9:55～10:00 三谷公民館

10:10～10:25 黒谷公民館

10:35～10:50 一色公民館

11:00～11:15 荘川支所車庫前

11:25～11:35 牧戸公民館

11:40～11:50 下野々俣公民館

朝  

日
5月20日
（金）

9:00～9:15 宮之前坂下

9:25～9:45 西洞田野上

  9:50～10:05 上西洞公民館

10:10～10:25 秋神研修センター

10:45～10:55 黒川公民館

11:00～11:15 浅井公民館

11:25～11:35 下青屋公民館

11:40～11:50 上ケ見公民館

13:10～13:25 甲公民館

13:35～13:50 見座 お旅所前
13:55～14:10 立岩公民館

14:15～14:35 朝日支所

予
備

5月22日
（日）   9:00～11:00 市保健センター東側

問合先
広報ID

健康推進課  ☎35⊖3160
1001160

住
ま
い
の
地
震
対
策

　

市
で
は
、昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
一
戸
建
て
の

木
造
住
宅
を
市
内
に
所
有
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
に
、無
料
で
耐
震

診
断
を
行
う
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
診
断
は
岐
阜
県
木
造
住
宅

耐
震
相
談
士
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、申
込
期
間
は
４
回
に

分
け
て
設
け
て
い
ま
す（
下
記
参

照
）。

【
対
象
要
件
】

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住

宅
を
市
内
に
所
有
さ
れ
て
い
る
方

※
木
造
以
外
の
構
造
部
分
が
あ
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

【
申
込
期
間
】11
月
末
ま
で（
予

定
）

【
申
込
方
法
】所
定
の
申
請
書
で
の

手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

申込期間 相談士派遣決定時期 診断結果受取時期

1期 ４月15日～5月31日   6月中旬 7月～8月

2期   6月1日～7月29日   8月中旬   9月～10月

3期   8月1日～9月30日 10月中旬 11月～12月

4期 10月3日～11月30日 12月中旬 1月～2月

※
診
断
は
決
定
の
お
知

ら
せ
が
届
い
て
か
ら
と

な
り
ま
す
。

問
合
先

広
報
ID
都
市
整
備
課

☎
35-

３
１
５
９

１
０
０
０
２
６
７

木
造
住
宅

無
料
耐
震
診
断
を

実
施
し
ま
す

平成28年度  犬の登録と狂犬病予防注射日程（5月分）
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ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/情報のひろば 市役所の住所　〒506-8555  花岡町2-18

毎月19日は食育の日です　食事のあいさつやマナーを身につけましょう

募
集

　新規学卒者とUIJターン希望
者、一般求職者を対象とした就職
ガイダンスです。
　会場内では参加企業ごとにブー
スが設けてあり、人事担当者から
直接話を聞くことができます。
※新規学卒者は広報活動となります。
日時　６月１日㈬　午後１時30分〜４時
場所　市民文化会館（昭和町1）
参加資格　新規学卒者、UIJターン希望者、一般求職者を対象と

した求人募集予定企業（50社程度）
参加費　雇用促進協議会会員：無料 ／ 非会員：10,000円
申込方法　４月25日㈪までに TEL

　歩くことは、体への負担も少なく、いつでもどこで
も安心してできる最も手軽な運動です。
　申込時に参加賞と記録表をお渡しします。
　期間終了後、記録表を提出していただいた方に
は認定証と記念品を贈呈します。
対　象　市内在住の方
期　間　５月１日㈰〜10月31日㈪
参加料　無料　　
定　員　800人（定員に達し次第締切）
持ち物　健康保険証
申込方法　４月25日㈪から市民課、各支所地域振興課で受

付（土日祝を除く）

　９月に開催される「第70回全国レクリエーション大会in岐阜」の
種目大会などの体験ができる楽しいイベントです。どなたでも参
加可能です。ぜひご参加ください。
日時　４月30日㈯ 午前10時〜午後３時
場所　ビッグアリーナ（中山町）
内容　レクリエーションスポーツの体験、研究フォーラムの開催、

　　スタンプラリーほか
飛驒会場の種目（メイン種目）
　ドッジボール、レクリエーションダンス、フォークダンス、
　グラウンドゴルフ
※参加費無料、事前申込不要です。室内用シューズを持参のう

え、直接会場にお越しください。

2016夏 飛驒地域就職ガイダンス
参加企業募集

清流の国ぎふ
春のレクリエーションフェスティバル2016

商工課  ☎35⊖3144

スポーツ推進課 ☎35⊖3157

申込・問合先

問合先

市民課 ☎35⊖3003
1000449

申込・問合先
広報 ID

市民活動推進課 ☎35⊖3412  FAX35⊖3414
1007181

申込・問合先
広報 ID

健康づくりウォーキング
6カ月継続コース参加者募集

戦争や平和について詠んだ短歌コンクール

「八月の歌」作品募集

　今回で８回目となる戦争や平和について詠んだ短歌コン
クールの作品を募集します。フランスで平和活動に取り組む
歌人の美

み ほ

帆シボさんが、優秀賞のほか奨励賞を選考し、表彰
します。
部門　一般の部、中学・高校の部
応募方法　６月10日㈮までに 郵送・MAIL（作品、郵便番号、住

所、氏名（ふりがな）、職業または学校名・学年、年齢、電話
番号）

※未発表のオリジナル作品を１人２首まで（読みづらい文字
にふりがなを振ってください）

※学校からの応募はA４判用紙にまとめて、作品ごとに学年、
氏名と担当教員名を明記
表彰　８月６日㈯に高山市で表彰式
共催　高山市
後援　高山市教育委員会

申 込
問合先

朝日新聞名古屋本社編集局「八月の歌」係
〒460-8488 名古屋市中区栄1-3-3  
☎052⊖231⊖8131（代表）
Mail :n-hachigatsu@asahi.com

　市民活動団体が自主的に実施する、地域の活性化や課題
解決につながるまちづくり活動に対して助成します。
●市民活動事業補助金
　対象　市民のみなさんが自ら行う地域の活性化や課題の

解決につながるまちづくり事業
　助成　対象経費の１/２以内（上限30万円）
●高山JCまちづくり資金
　対象　まちおこし事業、青少年育成事業
　助成　対象経費の１/２以内（上限20万円）

〜募集説明会を開催します〜
期日　５月11日㈬、15日㈰
時間　両日とも午後１時30分〜３時、午後７時〜８時30分
場所　市役所（花岡町２）
申込方法　開催前日までに HP・FAX

市民活動事業補助金・
高山JCまちづくり資金
活用事業を募集します

市民活動を

応援します！

（平成27年表彰式）
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ハガキハガキ 情報のひろば

募
集

こころの体温計でストレス度を簡単チェック！
QRコードからアクセス ▼

募 集

対象　市内在住の方
期日　５月17日㈫  
時間　午後１時〜４時
場所　市役所（花岡町２）
定員　９人（超えた場合は抽選）
申込方法　５月10日㈫までに TEL

申込・問合先
　　広報 ID  

福祉課  ☎35⊖3139
1004899

弁護士による
無料法律相談会

陶芸講座

　手びねりでオリジナルの器を作ります。
対象　市内在住・在勤の方
期日　５月11日㈬、18日㈬
時間　午前10時〜正午
場所　女性青少年会館（花里町1）
定員　20人（超えた場合は抽選）
参加料　500円
申込方法　４月27日㈬までに来館・TEL・

FAX・MAIL（講座名、氏名、住所、電話番
号を明記）

対象　市内在住・在勤の高校生以
上の方
期間　６月〜９月（全12回）
場所　市民文化会館または市役所
定員　各20人
　※超えた場合は抽選
最少催行　人数５人
受講料　6,000円
申込方法　４月28日㈭までに TEL・

HP

申 込
問合先

女性青少年会館
☎32⊖0394  FAX35⊖2394
Mail : info@takayama-home.jp

英語スピーチコンテスト

申 込
問 合 先
広報ID

飛驒高山国際協会
（海外戦略課内）
☎35⊖3346
1006998

申 込
問 合 先
広報ID

飛驒高山国際協会（海外戦略課内）
☎35⊖3346  FAX35⊖3167   Mail :osd@city.takayama.lg.jp
1007030

　水中運動コースと、基本から学ぶ初級コース、泳力にあわ
せた中・上級コースが開かれます。
場所　奥飛驒トレーニングセンタープール（奥飛驒温泉郷村上）
定員　各コース１５人（超えた場合は抽選）
講師　中

なかむら

村 由
ゆ み こ

美子さん、門
かど

田
た

 明
あきまさ

正さん（日本体育協会公認水泳指導員）
申込方法　５月５日㈭までに TEL  ※各コースとも全１０回開催します

申 込
問合先

奥飛驒トレーニングセンタープール
☎0578⊖89⊖2145

コース名 日曜教室
5月8日～7月10日

月曜教室
5月9日～7月11日

金曜教室
5月13日～7月15日

参加料
(入場料、保険料含む)

水中運動コース 12：45～13：30 8,000円

初級コース 13：30～14：30 13：00～14：00 11,000円

初・中級コース 18：50～19：50 11,000円

中・上級コース 14：30～15：30 14：00～15：00 11,000円

楽しみながら健康づくり 
成人水泳教室

講座名 曜日 時間

入　門 水 10:00～11:30

初級・中級 火 19:30～21:00

市民外国語講座
（韓国語）受講生募集

　語学力の向上と国際理解を深めることを目的に開催します。コンテストの結果を参
考に、市民海外派遣事業への派遣者を決定します。
中学生の部  日時　５月28日㈯ 午前９時〜午後４時頃
高校生の部、一般の部  日時　５月29日㈰ 午前９時〜午後１時頃
　いずれの部門も市役所（花岡町２）が会場です
対象　市内の中学生、市内在住・在学・在勤の高校生、大学生、短大生
　　　および社会人
応募方法　中・高校生については学校を通じて申し込む
　一般の方は５月６日㈮までに所定の申込書に必要事項を記入のうえ、窓口・郵送・

FAX・MAIL

※申込書は市民コーナー（本庁１階）、海外戦略課（本庁２階）、各支所にあるほか、
市 HP からもダウンロードできます。

※市民海外派遣事業の対象者は高山市民に限ります。また、過去に派遣経験のあ
る方は対象となりません。

参加者
 募集！

支所庁舎の営業事業者を募集します
　支所庁舎の空きスペースにおいて、物品販売や金融サービス等、市民の日常生
活に必要なサービスの提供をしていただける営業事業者を募集します。
対象施設　①丹生川支所１階 46.0㎡　 ②清見支所２階 36.9㎡
使用期間　５月下旬から平成29年３月31日　※更新可能
応募資格　市内に住所または主たる事務所（本店機能）、支店、営業所を有し、市

税等の滞納がない法人または団体
※単なる執務室や事務所としての使用はできません
説明会　４月20日㈬ 午前10時 丹生川支所、午後２時 清見支所（事前申込必要）
申込方法　４月28日㈭までに管財課（本庁４階）にある申込書（ HP からもダウンロー

ド可）に必要事項を記入のうえ、窓口・郵送（必着）
選考方法　書類審査と面接による選考
※面接日等の詳細は後日、応募者に連絡します。 問合先

広報ID
管財課 ☎35⊖3135
1007175
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ホームページアドレス http://www.city.takayama.lg.jp/情報のひろば 市役所の住所　〒506-8555  花岡町2-18

お
し
ら
せ

こころの電話相談  いのちサポートひだ ☎️36-4670（毎週土曜日・日曜日 午後7時～10時）

問合先 スポーツ推進課 ☎35⊖3157

日和田ハイランド陸上競技場に
トイレを新設

税務課  ☎35⊖3136
1005657

問 合 先
広報 ID

税務課 
☎35⊖3136
1000423

問合先
広報 ID

　軽自動車税の税率が変更になります。

１．グリーン化特例（軽課）
概　　要：平成27年４月１日から平成28年３月31日までに新車登録された三輪以上の軽自動車で、一定の

環境性能を有するものについて、その燃費性能に応じて、税率を軽減する特例措置
適用年度：平成28年度分について適用（１年限り）
※平成28年４月１日から平成29年３月31日までに新車登録された三輪以上の軽自動車についても、本特例

の対象に追加し、取得の翌年度分（平成29年度分）に限り、同様に税率を軽減する措置を実施する予定
2．経年車重課

概　　要：新車登録から14年目を迎えた三輪以上の軽自動車について、標準税率の約20％を上乗せする
適用年度：平成28年度分から適用

◆三輪以上の軽自動車

◆平成28年度の三輪以上の軽自動車の税率一覧

◆原動機付自転車、小型特殊自動車、二輪車等
区　分 平成27年度 平成28年度

原動機付
自転車

50cc以下 1,000円 2,000円
90cc以下 1,200円 2,000円
125cc以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊
自動車

農耕作業用自動車 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

軽自動車
雪上車 2,400円 3,600円
二輪(250cc以下） 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車（250cc超） 4,000円 6,000円

区　分 平成27年度
平成28年度

H27.3.31まで
の新車登録車両

H27.4.1以降の
新車登録車両

軽
自
動
車

四
輪
以
上

乗用
自家用 7,200円 7,200円 10,800円

営業用 5,500円 5,500円 6,900円

貨物
自家用 4,000円 4,000円 5,000円

営業用 3,000円 3,000円 3,800円

三輪 3,100円 3,100円 3,900円

区　分

平成27年4月1日以降の新車登録車両

標準税率
グリーン化特例（軽課）（取得の翌年度分に限る）
約75%軽減
※1

約50%軽減
※2

約25%軽減
※3

軽
自
動
車

四
輪
以
上

乗用
自家用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円

貨物
自家用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

平成27年3月31日までの
新車登録車両

右記（経年車）
以外のもの 経年車重課

7,200円 12,900円
5,500円 8,200円
4,000円 6,000円
3,000円 4,500円
3,100円 4,600円

軽自動車税の改正のお知らせ

※1  電気自動車、天然ガス自動車
※2 平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成32年度燃費基準＋20％以上達成（貨物は平成27年度燃費基準＋35％以上達成）車
※3 平成17年排出ガス基準75％低減達成かつ平成32年度燃費基準達成（貨物は平成27年度燃費基準＋15％以上達成）車

納付期限は
5月2日です

　軽自動車税は、４月１日
現在の所有者に課税され
ます。
　４月22日ころまでに納税
通知書を郵送しますので、
５月２日までに納付をお願
いします。
※納税証明書は車検の

際に必要となりますの
で、車検証と一緒に保
管してください（口座振
替の方や全額減免を
受けている方には、５月
中旬に郵送します）。

税率の特例について

　飛驒御嶽高原高地トレー
ニングエリアの中心的な施設
である日和田ハイランド陸上
競技場に、トイレ１棟を建設し
ました。
　４年後の東京オリンピック
に向け、日和田ハイランド陸上競技場の利用は益々増えると予想されてお
り、新たなトイレの建設によって利便性が大きく向上します。
　今回、管理棟の横に建設した新しいトイレには、男性用、女性用のほ
か、多目的トイレもあります。また、外国人アスリートの利用を想定し、室内
を通常より大きめのサイズにするなど、選手にとって使いやすい構造として
います。
　なお、このトイレは、岐阜県からの補助金の交付を受け建設したもので
す。

　今年度も４月中旬に仮算定通知をお届けしま
すので、ご確認いただき、納付にご協力をお願い
します。
●仮算定通知とは
　今年度の国民健康保険料および介護保険料
は、平成27年中の所得で計算しますが、まだその
所得が確定していないため、前年度の保険料額
を基に仮の保険料を設定（仮算定）しています。
　所得確定後の７月に再計算（本算定）し、改め
てお知らせします。

仮算定通知書をお届けします
平成28年度国民健康保険料・介護保険料

問合先
●国民健康保険料について
　  市民課 ☎35⊖3137
●介護保険料について
　  高年介護課 ☎35⊖3178

ご
注
意
く
だ
さ
い
！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
書
類
と
し
て
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
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屋外防災無線の内容は電話でもご確認いただけます ☎️35-6000

お
し
ら
せ

　就業を支援するための講習会を開催し
ます。
対象　ひとり親家庭の父母
　　　（児童扶養手当受給者）
受講種目　介護職員初任者研修
　　　　　医療事務講習
実施日　７月以降
受講料　無料
定員　10人（超えた場合は抽選）
申込方法　子育て支援課（本庁1階）に

ある申込用紙に必要事項を記入のう
え、児童扶養手当証書または福祉医
療費受給者証、印鑑を持参し５月27日
㈮までに提出

※４月18日㈪からの受付となります。

事業者　中部薬品株式会社
名称　Ｖ・drug高山中央店
所在地　岡本町３丁目６番10 外33筆
内容　大規模小売店舗の新設
縦覧場所　商工課（本庁２階）
縦覧期間　７月15日㈮までの土日祝を除

く午前８時30分〜午後５時15分

ひとり親家庭等就業
自立支援センター講習会

大規模小売店舗
立地法の縦覧

申　込
問合先

問合先

子育て支援課  
☎35⊖3140

商工課  ☎35⊖3144

　まんが日本昔ばなしでおなじみの市
いち

原
はら

悦
えつ

子
こ

さんが、朗読にトークを交え、心
に響く語りをお届けします。
期日　５月22日㈰
時間　午後２時（開場は30分前）
場所　こくふ交流センターさくらホール
　　　（国府町広瀬町）
入場料　一般 2,000円
　　　　ジュニア（18歳以下） 500円
販売場所　市民文化会館、こくふ交流

センター、飛驒市文化交流センター
※未就学児は入場できません。

　中国各地の雑技団等から選抜され
た演者が、京劇と各種妙技を披露しま
す。
期日　５月29日㈰
時間　午後３時30分（開場は30分前）
場所　久々野公民館
　　　（久々野町久々野）
入場料　一般 1,500円
　　　　ジュニア（18歳以下） 500円
販売場所　市民文化会館
　　　　　久々野公民館

体験教室名 期日 時間 定員 参加費 申込期限

お菓子つくり教室
（今回は春の和菓子を作ります）

4月28日㈭ 午後1時～
3時30分 8人 1,200円 4月21日㈭

シルエットアート教室
特殊なフィルムを使って切り絵
に着色するクラフトアート

4月28日㈭ 午後7時～9時 10人 1,000円 4月21日㈭

そば打ち体験教室 5月11日㈬ 午後7時～
9時30分 15人 1,030円 5月2日㈪

対象　市内在住・在勤の方　　場所　荒城農業体験交流館（国府町八日町）
申込方法　 ※定員を超えた場合は抽選

荒城農業体験交流館体験教室
申込・問合先 荒城農業体験交流館  ☎72⊖1066　FAX72⊖1067

TEL FAX・

（ ）

※陶芸教室は随時受付中です！

がん検診で早めの発見を！
　4月から、肺がん（胸部レントゲン）・胃がん・大腸がん・前立腺が
ん・肝炎ウイルスおよび子宮頸

けい

がん・乳がん・骨粗しょう症検診を実
施しています。がん検診等申込書を提出された方には、順次ご案内しますが、新
規の申し込みも引き続き受け付けていますので、ぜひお申し込みください。

がん検診種類 対象者 自己負担額

肺がん（胸部レントゲン）※1 40歳以上 無　料

胃がん 40歳以上 69歳以下：1,020円、70歳以上：510円

大腸がん 40歳以上 69歳以下： 300円、70歳以上：200円
昭和50年4月2日～51年4月1日生：無料

前立腺がん 50～65歳の男性 510円

子宮頸がん 20歳以上の女性 69歳以下：  820円、70歳以上：410円
平成7年4月2日～8年4月1日生：無料

乳がん※2 30歳以上の女性 69歳以下：  820円、70歳以上：410円
昭和50年4月2日～51年4月1日生：無料

健康推進課 ☎35⊖3160
1000093

申込・問合先
広報 ID

※1 65歳以上は、結核健診を兼ねます。
※2 マンモグラフィ検査のみ（視触診なし）
　　です。

図書館からの
お知らせ

問合先 市図書館「煥章館」 ☎32⊖3096

市営空町駐車場の特定日
4月29日（金・祝）～
5月5日（木・祝）

 ４月23日は「子ども読書の日」、
４月23日から５月12日は

「こどもの読書週間」です

　通常、市図書館「煥章館」をご利
用の方には、２時間までの無料処理
を行いますが、この期間は午後５時ま
で無料処理を行いません（午後５時
入庫分より無料処理を行います）。

　広報たかやま４月１日号５
ページ、高山市白川村公平

委員会委員、正しくは山
やま

木
き

隆
りゅう

平
へい

さん
でした。お詫びして訂正します。

高山市文化芸術鑑賞事業

問合先
広報ID

生涯学習課 ☎35⊖3155
1005531

市原悦子
朗読とお話の世界

京劇「孫悟空大戦
白骨精」と中国雑技

お詫び
と訂正
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お
し
ら
せ

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と15日の午前6時～7時・午後10時～11時

東日本大震災の義援金
◆みなさまからお寄せいただいた義援金

88,698,444円
（3月31日現在の集計）

◎平成29年３月31日まで延長して、本庁または
　各支所で受付中です。

市内に流通する東日本17都県産食品の放射性物質検査の結果

放射性セシウムは検出されませんでした（測定下限値未満）。
調査日 産地 品目 測定値

３月15日㈫
茨 城 県 コ マ ツ ナ 検出せず
茨 城 県 サニーレタス 検出せず

３月８日㈫
静 岡 県 チンゲンサイ 検出せず
千 葉 県 白 カ ブ 検出せず

単位： Bq/kg
ベクレル毎キログラム

みなさんの「想い・願い」をしっかりと受け止め
こころのふるさと飛驒高山のまちづくりに活かします。

ふるさと納税で
飛驒高山を応援してください
飛驒高山ふるさと基金への寄附受付状況

（平成 28年 1月～ 3月分）

寄 附 件 数  273件
寄附金総額  9,902,000円

市内の空間放射線量率測定結果

健康に影響のないレベルです。

調査日 調査地点 測定値

３月22日㈫
古 い 町 並 0.114
奥飛驒温泉郷 0.078

３月７日㈪
古 い 町 並 0.106
奥飛驒温泉郷 0.064

単位： μSv/ｈ
マイクロシーベルト毎時

お し ら せ

4月16日㊏ リサイクル資源回収（宮小中学校PTA合同）

23日㊏ 栃尾温泉桜まつり（～5月5日・栃尾温泉）

24日㊐ 第2回飛驒高山文化芸術祭こだま～れ2016
  オープニングセレモニー（市民文化会館）

29日㊗ 高山祭屋臺からくり競演（～30日・高山陣屋前）

5月 1日㊐ 野麦峠山開き

7日㊏ リサイクル資源回収（三枝小PTA、荘川小中連合PTA）

8日㊐ リサイクル資源回収（本郷小PTA）

10日㊋ 播隆祭～北アルプス飛驒側 開山祭～（新平湯温泉）

14日㊏ リサイクル資源回収
  （南小育友会、江名子小PTA、花里小PTA）

15日㊐
乗鞍岳山開き祭（丹生川町）
リサイクル資源回収（岩滝小PTA）

４月・５月のこよみ

《今後の予定》
乗鞍山麓五色ヶ原の森開山祭（5月20日）
リサイクル資源回収（5月21日・西小PTA、山王小PTA、国府小PTA）
リサイクル資源回収（5月22日・朝日小中PTA合同、栃尾小PTA）
リサイクル資源回収（5月28日・丹生川小PTA、中山中PTA、東山中PTA）

高齢者健康教室  ひざ腰元気教室
対象　市内在住で65歳以上の方（過去に受講したことがない方）
定員　各15人程度　  参加料　無料
申込方法　４月28日㈭までに TEL

主な内容　健康チェックや健康体操、健康に関する学習会
※お元気な方を対象に行うため、身体状況により参加できない場合があります。

※初回は説明会になります。 申込・問合先 福祉サービス公社  ☎36⊖2940

期　間 時　間 場　所

5月12日～10月20日
毎週木曜日 午後1時30分～3時30分 市保健センター

（花岡町2）

5月17日～10月4日
毎週火曜日 午前9時30分～11時30分 きりう福祉センター

（桐生町8）

犯罪被害者相談会

　ぎふ犯罪被害者支援センターによる相
談会が開催されます。秘密は厳守されます。
期日　４月27日㈬
時間　午前11時〜午後３時
場所　市役所（花岡町２）
当日受付　市民活動推進課（本庁３階）
※相談無料、事前申し込み不要です。

問合先 ぎふ犯罪被害者支援センター
☎0120⊖968⊖783

4月1日現在の人口 （  ）内は前年同月比
地　域 総人口 男 女 世帯数
高　山 62,992人（−538）29,812人（−233）33,180人（−305）25,932世帯（ +72）
丹生川 4,408人（ −33） 2,168人（  −4） 2,240人（ −29） 1,426世帯（  +4）
清　見 2,483人（ −48） 1,233人（ −26） 1,250人（ −22） 849世帯（  −4）
荘　川 1,157人（ −18） 548人（  −9） 609人（  −9） 415世帯（  −2）
一之宮 2,537人（ −63） 1,206人（ −35） 1,331人（ −28） 809世帯（  −8）
久々野 3,643人（ −23） 1,710人（  ±0） 1,933人（ −23） 1,181世帯（ +13）
朝　日 1,730人（ −24） 813人（ −21） 917人（  −3） 589世帯（  −1）
高　根 358人（  −8） 174人（  −4） 184人（  −4） 192世帯（  −1）
国　府 7,614人（ −72） 3,687人（ −27） 3,927人（ −45） 2,500世帯（ +22）
上　宝 1,770人（ −50） 839人（ −18） 931人（ −32） 642世帯（  −2）

奥飛驒温泉郷 1,332人（ −37） 647人（ −17） 685人（ −20） 570世帯（  +9）
合　計 90,024人（−914）42,837人（−394）47,187人（−520）35,105世帯（+102）
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編集・発行／高山市企画管理部企画課
 〒506⊖8555 岐阜県高山市花岡町2丁目18番地
 TEL／0577⊖32⊖3333㈹
 FAX／0577⊖32⊖7000 （市長室直通）
 FAX／0577⊖35⊖3174 （企画課直通）

HP／http://www.city.takayama.lg.jp/
E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
防災情報などは携帯電話でもご覧いただけます
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
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市 協民の安全・安心を守るため 働のまちづくり
小型動力ポンプ付積載車を更新（荘川・国府） 強

きょう

靭
じ ん

化
か

大賞で最優秀賞を受賞

さらに充実 ふるさと納税お礼の品
　ご寄附いただいた市外の方には、ご寄附の金額に応じて
カタログの中からお礼の品を選んでいただきます。
　今年度は、市内事業者か
らご提案いただいた189品
を取り揃えています（昨年度
の約1.5倍）。
　市ホームページにカタログ
を掲載していますのでご覧
ください。

市 姉民の健康維持・増進のため 妹都市デンバーとの友好の架け橋
大塚製薬と協定を締結 キミコ・サイドさんに国際親善特別来賓証

　市民の健康維持・増進を図るため、市は大塚製薬株式会社
（名古屋支店長吉

よし

田
だ

雅
まさ

郎
お

さん㊧、顧問池
いけ

田
だ

大
だい

治
じ

さん㊨）と3
月28日、「健康づくりにおける連携協力に関する協定」を締
結しました。
　大塚製薬㈱からは、これまでも飛驒高山ウルトラマラソン
での飲料提供などのご協力をいただいていましたが、今回の
協定により、スポーツや健康づくり、青少年育成、災害対応
などさまざまな分野でご協力いただけることになりました。

　姉妹都市米国デンバー市のキミコ・サイドさん夫婦の歓迎
式が3月22日、市役所で行われました。
　キミコさんは、1993年以降、デンバー高山姉妹都市委員長
などを歴任され、文化や産業、医療など幅広い分野での当市
とデンバー市との友好交流に尽力いただいています。
　式では、國島市長より国際親善特別来賓証が贈呈される
と、キミコさんは「これからも両市の発展のため尽くします」
と話されました。

　小型動力ポンプ付積載車の更新に伴う消防団への車両受渡
式が３月30日㈬に行われ、荘川支団の野々俣班、国府支団の
糠塚班にそれぞれ配備されました。
　受渡式で野

の

畑
ばた

国
くにひさ

久消防団長は、「新しい車両及びポンプ操作
を熟知し、有事の際に万全を期すとともに、地域防災の要として
地域住民の負託に応えるべく活躍を期待する」と訓示しました。
　市では今後も計画的に車両の整備を進めます。

　強靭な地域づくりや産業づくりなど、強くてしなやかな国
づくりの先進的な活動を称える「ジャパン・レジリエンス・ア
ワード（強靭化大賞）2016」で、高山市の「協働のまちづく
り」が最優秀レジリエンス賞に選ばれました。
　同大賞には企業や団体から242件の応募があり、最優秀
賞は26団体が受賞しました。

ふ
る
さ
と
納
税
の
P
R
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

ご
家
族
や
親
せ
き
の
帰
省
や
同
窓
会

の
機
会
に
、ぜ
ひ
、ふ
る
さ
と
納
税
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は

１
．寄
附
金
の
使
い
道
の
お
知
ら
せ
や
ふ

る
さ
と
の
情
報
を
ま
と
め
た
紙
面
を

翌
年
に
お
送
り
し
ま
す
。

２
．確
定
申
告
の
ご
案
内
を
事
前
に
お
送

り
し
ま
す
。

３
．１
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
い

た
だ
い
た
市
外
の
方
に
は
、お
礼
の

品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

消防団への車両受渡式(荘川支所前にて)


